
この夏、新しい中学校教科書が決まります

今度こそ先生や保護者の意向が尊重された採択を実現しましょう

2011年、藤沢市教育委員会 ○がゼロの育鵬社公民 ○が２つの育鵬社歴史教科書を採択

他の多くの教科でも学校現場の意向を無視、軽視 （○の数は裏面の表を参照）

教科用図書調査書と集計、グラフ等の説明が裏面にあります ◇印の教科書を採択

2015年、藤沢市教育委員会 再び育鵬社歴史・公民教科書採択

他の多くの教科は学校現場の意向を反映 △印の教科書を採択
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2019年 小学校教科書の採択

学校現場の意向を尊重した採択が行われた。

藤沢市教育委員会の変化 2019年小学校採択 教育長「教科用図書調査書」尊重と明言

平岩教育長 私も、実際に教科書を使う先生方が使いやすく、そして教えやすい教科書であることが、子どもた

ちの学びにおいて大変大切な視点であると考えております。そして各学校ごとに調査研究を行いまして、各学校

長から提出された「教科用図書調査書」につきましては、今お話したような視点から、私は内容を拝見し、尊重し

てまいりたいと考えております。 （藤沢市教育委員会 2019年７月臨時会会議録より引用）

教科用図書調査書と集計･グラフについて ☆集計とグラフ作成はみんなの教育･藤沢ネット

教科用図書調査書は、教科用図書採択審議委員会が各中学校長に提出を求めるもので、各中学校
が教科書を調査研究し、観点ごとに１つの教科書に○を付ける形で作成する。歴史と公民は９観点
で、○の総数は、それぞれ19校×９観点で171になる。グラフの％は、各教科書についた○の数を総
数である171で割って求めたもの。学校現場の意向を反映する。
なお、2019年の小学校教科書採択では、1つの観点について複数の教科書に○をつけることができ

る形に変更された。下のグラフは、各学校の重み(持ち点)が同じになるようにして作成している。

グラフは、教科用図書調査書をもとに、

みんなの教育･ふじさわネットが作成

2019年小学校教科書採択

2011年中学校教科書採択 学校用図書調査書集計結果歴 史 公 民

○印の教科書を採択


